
令和６年度事業報告（こども家庭支援課） 
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１ 暴力根絶と人権尊重のための啓発・教育の推進 

（１） デートＤＶ予防啓発リーフレットの作成・配付    ９，０００部 

（市立中学２年生に全数配布） 

（２） ＤＶ相談カードの作成・配布          １３，０００部 

（市内公共施設、保育所、医療機関等）   

（３） 「女性に対する暴力をなくす運動」に係る街頭キャンペーンで、県児童家庭課、県警

本部と共催で啓発物品を配布 

（４） 配偶者暴力（ＤＶ）関連研修（職員対象）年４回   参加者７３人（前年度 －１人） 

（５） スーパービジョン（ＤＶ関連相談員等対象）年５回   参加者６７人（前年度－１３人） 
 
 
 

２ 多様な相談体制等の充実 

（１）配偶者暴力相談支援センターの運営   

月～金（祝日、１２月２９日～１月３日を除く） ９：００～１６：００  

・相談件数 被害者本人からのＤＶ相談  ２，７０９件（前年度－２３３件） 

・保護命令に伴う裁判所への書面提出       ３件（前年度 －１件） 

・支援措置の必要性に関する意見提出     ３９１件（前年度＋５８件） 

・被害者相談証明書発行                ２３３件（前年度－２３件） 

（２）市全体のＤＶ相談件数合計 本人、家族、知人からの相談件数 

   実施場所：男女共同参画センター、各区こども家庭課・健康課・地域振興課、 

        広報広聴課、こころの健康センター、配偶者暴力相談支援センター 

                       ３，１８３件（前年度－７４件） 
 
 

３ 被害者・子どもの安全確保の徹底 

（１）千葉県女性サポートセンター一時保護  １３件（前年度 －１件） 

（２）母子緊急一時保護（社会福祉施設委託）  ４件（前年度 －８件） 

（３）民間シェルター運営支援事業補助 
 
 
 

４ 被害者・子どものケアと生活再建の支援 

（１）同行支援事業       ０件 

（２）ＤＶ被害女性と子どもへの心理教育プログラム（びーらぶプログラム）の実施 

   小学校低学年児童を対象 年間１２回１コース ４組の親子が参加 

（３）ＤＶ被害女性の自立支援プログラム「燦（ＳＵＮ）」の実施 開催数（延） ６２回 

                               参加者（延）１６９人 

（４）民間シェルター運営支援事業補助（再掲） 

（５）配偶者暴力（ＤＶ）関連研修（職員対象）（再掲） 

    

５ 施策推進のための連携協力・体制整備 

（１）要保護児童対策及びＤＶ防止地域協議会の運営  

   代表者会議 １回、実務者会議 １８回、個別ケース検討会議 ６６５回 

（２）法律アドバイザーとのＤＶ事例検討会（千葉県弁護士会との連携） 年６回 

（３）千葉県人身安全関連事案連絡会議への参加（千葉県・千葉県警との連携） 
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